
第２次鹿屋市総合計画に掲げる「５つの基本目標」の実現に向けた主な取り組み第２次鹿屋市総合計画に掲げる「５つの基本目標」の実現に向けた主な取り組み

５基本目標

ともに支えあい、
いきいきと暮らせるまち

地域福祉の充実や、健康・生きがいづくり、地域コ

ミュニティ活動の推進

【予算額】10億9,661万円

【 健康づくり・生きがいづくりの推進 】

8,933万円

▶文化会館長寿命化事業（生涯学習課・政策推進課）

　市民の文化・芸術活動の拠点である文

化会館を計画的に修繕・改修します。

文化会館の長寿命化改修

文化ゾーンのあり方検討

8,883万円

50万円

▶文化のまち鹿屋魅力アップ事業（生涯学習課）

　本物の文化に触れる機会を提供

し、文化の香り高いまちづくりを

目指します。

文化事業の充実

3,464万円

3,464万円

【 地域福祉の充実 】

▶子ども・高齢者見守り支援事業（子育て支援課・高齢福祉課）

　子どもや高齢者の安全・安心を

確保し、安心して暮らすことがで

きる環境づくりを支援します。

保育所等の送迎用バスの見落と

し防止対策等支援

高齢者見守り機器の購入支援

2,704万円

2,654万円

50万円

▶農福連携推進事業（農政課） 263万円

３基本目標

子育てしやすいまち

子どもを産み育てやすい環境づくりや、心豊かでた

くましい人づくりの推進

【予算額】40億811万円

４基本目標

未来につながる住みよいまち

住環境の整備、安心して暮らせる地域や自然環境に

やさしいまちづくりの推進

【予算額】41億8,679万円
【 快適な生活基盤づくりの推進 】

▶コンパクトシティ推進事業（建築住宅課・都市政策課）

　鹿屋市立地適正化計画に定める居住誘導区域・地域生活拠

点維持区域内の住宅取得に対する補助金の創設や、中心市街

地の低未利用地利活用に向けた現況調査等を実施します。

居住誘導区域・地域生活拠点維持区域内住宅

　取得支援補助金の創設

中心市街地の低未利用地利活用に向けた調査

都市計画道路文化線の用地測量

9,460万円

【 未来につながる教育の充実 】

13億9,794万円▶小・中学校大規模改修事業（教育総務課）

　老朽化が進む小・中学校の大規

模改修を行い、安全で快適な学校

環境の充実を図ります。

小・中学校施設の改修
13億9,794万円

▶グローカル人材育成事業（学校教育課）

　国立台
タイペイ

北教育大学（台湾）との連携

協定に基づく交流や教育連携等を行

い、英語教育の推進と主体的に行動で

きる人材の育成を図ります。

国立台北教育大学との連携

652万円

428万円継

継

8,220万円

680万円

560万円

▶道路整備事業（道路建設課・農地整備課）

▶市営住宅改善・改修事業（建築住宅課）

9億6,795万円

10億6,679万円

継

【 自然環境にやさしいまちづくりの推進 】
▶環境対策推進事業（生活環境課・畜産課） 3億8,163万円

【 共生協働・コミュニティ活動の推進 】

▶地域活動基盤強化事業（地域活力推進課）

　町内会が実施する地域の課題解

決等の経費を支援し、町内会活動

の活性化を図ります。

町内会活動への支援強化

1,050万円

1,050万円

市政運営

効率的・効果的な
行政サービスの提供

デジタル技術等の活用による利便性向上や、業務効

率化、デジタル人材の育成

【 デジタル・ガバメントの推進 】

▶メタバース活用の検討（デジタル推進課）

　メタバース（仮想空間）内での

情報発信を通じて、デジタル関係

人口を創出するため、メタバース

上に鹿屋市を身近に感じられる環

境整備を検討します。

共創ワークショップの開催

605万円

605万円

▶高度ＩＴ人材等交流育成事業（産業振興課）

　本市が抱える地域の課題に対し、

デジタル技術などを活用してこれま

でにない解決策（アイデア）を考え

出すため、都市部のＩＴエンジニア

やビジネスプランナー、市内企業や

高校生、市職員等の地元人材など、

様々なスキルを持ったメンバーによ

る高度ＩＴ人材等交流イベントを開

催します。

高度ＩＴ人材等交流イベントの開催

302万円

302万円

【 マイナンバー制度の推進 】

202万円

▶マイナンバーカードの利活用促進（デジタル推進課）

　マイナンバーカードを活用でき

るプラットフォームの構築によ

り、市民の利便性向上と行政事務

の効率化を図り、地域のデジタル

化を推進するとともに、マイナン

バーカードの普及促進につなげま

す。

マイナンバーカードを活用した

サービスの展開 202万円

：新たな取り組みによる事業　　　：前年度からの継続事業

　：既存事業の内容や対象を広げ、更に一部新規の取り組みを取り入れた事業

継

拡

拡
拡

継

【 子育て支援の充実 】

▶高校生応援給付金支給事業（子育て支援課）

　16～18歳の子どもを養育する人

へ、市独自の手当てを支給します。

高校生応援給付金の支給

1億9,848万円

1億9,848万円

1億8,988万円▶学校給食費負担軽減事業（学校教育課）

　小・中学生の学校給食費の半額

を支援します。

学校給食費の負担軽減
1億8,988万円

▶条件付き奨学資金事業（学校教育課）

▶わくわくキッズまつり事業（子育て支援課）

54万円

300万円

▶出産・子育て支援事業（子育て支援課・健康増進課）

　伴走型支援や産後ケアの自己負担を引き下げるなど、出

産・子育てに関する支援の充実を図ります。

宿泊産後ケアの経済的負担軽減

　出産・子育て応援交付金の交付

1億402万円

296万円

1億106万円

拡

　「ゼロカーボンシティかのや」の実現に向けた取り組みや

畜産環境対策を推進します。

「鹿屋市地球温暖化対策実行計画」の改定

　資源物リサイクル対象の拡大

・畜産環境対策の推進（ アンモニア臭分解メッシュ柵の設置）

1,270万円

7,542万円

1,909万円

継

拡

【 安全で安心な生活の実現 】

▶雨水・排水対策事業（都市政策課・道路建設課）

　幹線排水路等の整備や流出抑制施設を整備することによ

り、浸水・冠水箇所の改善を図ります。

道路冠水や宅地浸水防止のための排水路整備

　公共施設を活用した雨水流出抑制施設の整備

4億6,998万円

4億6,255万円

743万円

継

継

▶危険空き家解体支援事業（安全安心課）

　危険空き家の解消を推進するととも

に、居住誘導区域等への支援強化により

都市機能設備などの集約によるコンパク

トなまちづくりを目指します。

2,700万円

2,700万円

・危険空き家解体支援の強化

　（ 居住誘導区域・地域生活拠点維持区域）

継
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